
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Cyclist Licence ＆ Tourism Maintenance CP7 

自転車多様性／テトラバランス 

「サイクル県やまぐち」と「ＴＨＴジャパン」 
 

まずサイクル県やまぐちの小見出しとリードを

再録します。（県担当者の了解済み） 
 

●最も幅広いジャンルで総合的にサイクルス

ポーツ振興に取り組み、交流人口の拡大を目

指します。 

・ポタリング、サイクリングからプロツアーま

で、ロードバイクからマウンテンバイクまで、

どの都道府県よりも幅広いジャンルで総合的

にサイクルスポーツ振興に取り組むことによ

り、来県者を増やし、交流人口の拡大を目指

します。 
 

前身の転遊研の実験企画から、日本の実情を

探る「ＴＨＴジャパン」と、ほぼ同じ考えですが、

等身大企画の部分で大きく異なります。 

「Ｓ級ライセンス」と「地域貢献型マルチサイクリングクラブ」 
 

つまり、人材の確保が夢物語だと言う事です。 

繰り返される自転車ブームや、国体を含むイベント実施等で、人材を集めたとしても、一過性のものであり、自転車の楽しさを追

及する、自然増殖する、組織やグループとはなっていません。（日本の実情では無理があるけれど。。。） 

他方、三種のツーリングコンペティションを提唱するＴＨＴジャパンでは、過去にブルべ・ド・ランドヌールモンデュやＭＴＢラリーレ

イドを日本に紹介し、アンダーグラウンドながら、「時には参加者、時には主催者」の考えをもとに、自然増殖しています。 
 

そう言った、自然増殖系ソフトの主催経験者を、準Ｓ級ライセンス所持者とし、ショップ＋ユーザー＋行政が三位一体で支える、

地域貢献型マルチサイクリングクラブに、彼らの活躍の場を求めたいと思います。 

「サイクリングの自由法」と「掛川方式」 
 

それでもアンダーグラウンドな部分が残っています。 

そのため、現状で実施可能な、ポタリング版の自然増殖系等身大企画、「ＴＨＴ２６」を

各地で行い、サイクリングの自由法の必要性を訴えたいと思います。 
 

また自然増殖でローカル・ガイドの育成に成功した掛川方式と、等身大企画を重視する

ＴＨＴジャパンに共通する「自転車目線による地域資源再発見」を、サイクル県やまぐち

が取り入れてくれることで、持続可能な社会作りの達成も夢では無くなります。 

※「Ｓ級ライセンス」と「地域貢献型マルチサイクリングクラブ」は、ある意味、公的なものを想定しており、その繋ぎとして「ＴＨＴジャパン」を考えています。 
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